
                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話 題 の 本 を 英 語 で 読 む ！ 

 

★ 2 階外国語資料コーナーの本から話題作をご紹介します！ 

札幌市中央図書館 外国語資料だより                  No.44 2022.1 (不定期発行） 
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１０年くらい前から日本でも「リケジョ」（理系女子）という言葉が出始め、メディアで

彼女たちが取り上げられるのを目にするようになりましたが、この本ではそのずっと前から

苦難を乗り越えて活躍した世界の女性科学者たちにスポットライトを当てています。ノーベ

ル賞を 2 度受賞した物理学及び化学者のマリー・キュリーや、『沈黙の春』で化学物質が環

境に及ぼす被害についていち早く警鐘を鳴らした生物学者のレイチェル・カーソン。ノーベ

ル賞こそ受賞できなかったものの中国のキュリー夫人と言われるほどの功績を遺した呉健

雄に、第二次世界大戦中に迫害を受けながらも研究を続け、後にノーベル賞を受賞したユダ

ヤ系イタリア人の神経学者リータ・レーヴィ＝モンタルチーニ。もし女性に対する差別のな

い世界で彼女たちが研究できていたら、もっと早くさらに偉大な研究成果を発表できていた

かもしれません。性別だけでなく、国籍や年齢など個人の属性がその人の評価を左右するこ

とが無いよう、偏見を持たずに生きていきたいと思わされる一冊です。 

 新しい年が明けました。新たな学びを始めたいという気持ちも高まるこの時期です

が、せっかくなら英語の本で学んでみませんか？外国語資料担当からおすすめのシリー

ズ、DK 社から出版されている Big Ideas をご紹介します。  

哲学、心理学、社会学、科学に文学等々、学問ごとに分かれたこの本は、オールカラ

ーの図や写真とわかりやすい項目立てで情報が視覚的に整理されており、初学者でも親

しみやすいページの作りになっています。最初から順番に通しで読むのも良いですが、

コラム的に配置されたコーナーを気ままに読むのもおすすめです。ページをめくるたび

何かしらヒントやひらめきがもらえそうなこちらのシリーズは、世界中で翻訳されて

700 万部以上の売り上げを記録しています。日本語訳も何冊か出版されています。 

洋書の請求記号は Y033/B でまとめていますので、ぜひ手に取ってみてください。 

貸出中の場合もあります。ご不明の点はカウンター職員におたずねください。 
〒064-8516 札幌市中央区南 22 条西 13 丁目 1 番 1 号 電話 011-512-7355 
http://www.city.sapporo.jp/toshokan/ 札幌市中央図書館 2 階 外国語資料コーナー 

 
 

ひらめきを生む？☆Big Ideas シリーズ☆ 

Ten women who changed science and the world 
Catherine Whitlock/著            

請求記号 Y402.8/W      資料番号 0180872640 

日本語訳は『世界を変えた 10 人の女性科学者 彼女たちは何を考え、信じ、実行したか』

（伊藤 伸子／訳、化学同人、2021.8) 
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 Cinderella liberator 
Rebecca Solnit/著、Arthur Rackham/絵  Vintage, 2020 

請求記号 Y726.6/S                    資料番号 0180793986 
  日本語訳は『シンデレラ 自由をよぶひと』（渡辺 葉／訳、渡辺 由佳里／解説訳、河出

書房新社、2020.11) 
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世界的にコロナが蔓延する時代に、第 266 代ローマ教皇フランシスコが声を上げました。

「コロナ禍の今こそ、これまでの自己中心的な価値観を見直し、より安全で健全な世界を生

み出しましょう」と。コロナによって苦しんだ人は多く、また現在も苦しみ続ける人は後を

絶ちません。コロナ禍が収束するかもわからない中、わたしたち１人１人にできることはと

ても小さなことです。しかし、それが広がり、世界中が愛で包み込まれたその時、私たちは

教皇フランシスコが言わんとしていたことが分かるのではないでしょうか。 

３ 

 ハッピーエンドが好きという方は苦手かもしれない本作。主人公は、ある町に書店を開

こうとする１人の女性。彼女はいくつもの困難を乗り越え、ようやく自分の城を築き上げ

ます。協力者も出来たことから、順風満帆な経営…と思いきや。本作は映画化もされてい

ますが、最終的な結末に若干違いがあり、映画版の方が救いのある終わり方となっていま

す。まずは原作を読み、それから映画を観るという流れがおすすめですが、どちらも喪失

感や切なさを感じさせることは言うまでもありません。 

おとぎ話の代表格『シンデレラ』が、フェミニストである著者によって、多様な生き方に

富む現代でも通じる話へと華麗に変身。意地悪な姉たちにもそうなる事情があるし、恵まれ

た環境に生まれた王子様にだって本当はこうしたいという望みがあるのです。シンデレラ

が幸せな人生をつかめたのは、辛い境遇にありながらも自由になりたいと常に願っていた

から。天は自ら助くる者を助く、という言葉を想起させるストーリー。アーサー・ラッカム

による挿絵はそのままに、現代風の物語になったシンデレラをお楽しみください。 

The bookshop 
Penelope Fitzgerald/著、David Nicholls/序    Mariner Books, 2015 

請求記号 Y933.7/FI                   資料番号 0180793960 

日本語訳は『ブックショップ』（山本 やよい／訳、ハーパーコリンズ・ジャパン、2019.3） 
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Let us dream 
Pope Francis/著、Austen Ivereigh/編 Simon & Schuster, 2020 

請求記号 Y198.2/F          資料番号 0180793697 

日本語訳は『教皇フランシスコ コロナの世界を生きる』（星野 依子／訳、PHP 研究所、

2021.8） 

(千葉 敏生／訳、フィルムアート社、2021.3) 


